衆議員の巨大宿舎に続き参議員の新宿舎－豪華版－出現

元大学講師　関屋友彦　97歳
このたび、長年私が住む紀尾井町に16階建て、高度56メートル、83戸収容、建築面積1600平米、体育施設、食堂付き、総工費39億円の豪華参議員宿舎計画が登場し、去る3月29日国土交通省官房営繕部主催で説明会が行われた。
私の属する紀尾井町会では、官僚に追随する人多く、またこの建物と離れた所に住み高みの見物の人多いが、私のマンションは、この豪華宿舎の吹き降ろす一挙手一投足をもろに受けると言っても過言ではない。というのは、私のマンションの南塀越しに、16階56メートルの巨大建造物が立ちはだかり、日照を遮るからである。
私は、この問題で自分の家の利害を中心に考えてきたが、前述の国土省の説明会で多数の出席者から2時間にわたり大切な発言を傾聴して、新しく思いを深めた。下にそのポイントを申し述べる。

一、 建築予定地は、前面道路はせまく、行止まりの一方通行路、また南北にせまい、この巨大宿舎の建設には、常識的にも無理がある。これに対し、臨席の省側は、やりくりすれば消化できると曖昧返事だった。
一、 新宿舎は現在ある宿舎に代わるものだが、その必要性はなにか。省側の返事は現宿舎に耐用年数が来ているからだ。私はこの建物に近く住み日夜宿舎を見ている。手入れもよく立派は8階何棟もある。東の出入り口2ヵ所。十分ゆとりがある。出席者の中から耐用年数にこだわる省側に、耐用年数は口実に過ぎない感じを与えた。
一、 現宿舎はどうするのかの質問に、省側は全部こわす。それならなぜ同じ場所に新宿舎を建てぬのか。これに対し省側の回答はない。

一、 現宿舎をこわした跡地は何に使うのかの出席者の質問に省側は不明の一言。

一、 出席者は39億円、これは我々の税金のむだ使いである。

一、 新宿舎の用地は、緑の大木多く、大久保利通候の清水谷公園の崖続きで、自然保護と史跡の保存に、この用地を生かしたい。東京都民の憩いの公園にもなる等の意見が、出席者から寄せられた。
最後に、皆様のよき意見をお寄せください。
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